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【
目
的
と
時
期
】

　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
で

は
、
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
員
に
よ
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
５
月
～
８
月
と
期

間
を
広
げ
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
８
月
は
、
農
地
法
第
30
条

に
基
づ
き
、
農
地
の
利
用
促
進
に

つ
な
げ
る
た
め
の
情
報
収
集
を
目

的
に
、
①
地
域
の
農
地
利
用
の
確

認
、
②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
、

③
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期

発
見
を
重
点
に
調
査
す
る
利
用
状

況
調
査
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
期
間
は
、
緑
の
帽
子
を
着

用
し
た
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
目
視
等
で

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
遊
休
農
地
と
は
】

①
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
耕
作
し

　

て
お
ら
ず
、
今
後
耕
作
さ
れ
な

　

い
と
見
込
ま
れ
る
農
地

②
周
辺
の
農
地
と
比
べ
て
著
し
く

　

低
利
用
と
な
っ
て
い
る
農
地

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

【
な
ぜ
調
査
が
必
要
な
の
？
】

　

農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る

と
、
雑
草
が
繁
茂
す
る
こ
と
で
、

病
害
虫
の
発
生
、
鳥
獣
害
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
、
汚
水
の
発
生
源
、

火
災
発
生
や
交
通
の
妨
げ
な
ど
の

原
因
と
な
り
、
近
隣
の
農
業
者
や

周
辺
住
民
へ
大
き
な
迷
惑
を
及
ぼ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
雑
草
木
等
の
除

草
・
伐
採
（
陰
切
り
）、
病
害
虫
駆

除
な
ど
、
農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
農

地
法
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
が

農
地
所
有
者
に
対
し
て
、
中
間
管

理
機
構
と
協
議
す
べ
き
こ
と
を
勧

告
し
た
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休

農
地
を
対
象
に
、
固
定
資
産
税
の

課
税
の
強
化
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
の
貸
付
や
譲
渡
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
元
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課 

農
林
振
興
班

☎
０
８
２
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０
０
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　日前の東、白鳥八幡宮境内の海辺に仙人台はある。も
ともとは平岩と呼ばれていた大きな岩で、上面が平らに
なっており広さ四畳ほどもある。近世の名筆 明月上人

（1727 ～ 1796　周防大島の文化財㉒参照）がこの岩を
仙人台と名付けた。
　日前の願行寺の次男として生まれ、14 歳で松山の円
光寺に入った明月上人は、望郷の念にかられて時折帰島
しては自ら仙人台と名付けたこの平岩に遊び、友人と酒
を酌み交わしたという。
　帯石観音、亀島、外入など周防大島を詠んだ望郷の詩
が多く残されているが、仙人台についても、次のように
詠んでいる。
　「蒼翠蓋臺上　洪濤驚臺下　時有羣仙士　乗晴此命駕」
　松の緑が平たいおおきな岩の上を覆っている。大きな
波が岩の下に打ち寄せてとどろく。風雨の激しい波の高
い時はまるで仙人が岩に群がっているように見える。晴
れて静まってみると仙人の姿は見えず、もとの岩だけが
くっきり見える。といった意味になる。
　明治以降は護岸工事が進み、現在のこの地は波も穏やかである。また、現在は台上に燈籠も置かれてい
て往時とは異なるが、明月上人の詩情が偲ばれる場所である。

《 周防大島町文化財保護審議会委員　光田伸幸》

周 防 大 島 の 文 化 財31 仙人台（日前）


